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Ⅴ．特記事項 

 

1．ライフステージにおいて必要なキャリア教育 

 本学は福祉、心理、健康、栄養、リハビリテーション、教育に特化した専門教育を行っ

ており、乳幼児期～子ども期～青・壮年期～老年期のそれぞれのライフステージにおいて

必要な専門職養成教育を受けられることが本学の特色であり、5 学部 6 学科において養成

する専門職教育が体系的に結びついている。育成する対人援助職のための高度で確かな知

識・技能に加えて、仕事の意義や倫理、問題解決力、適応力、労働知識等の学びが必須で

あると考え、各専門に応じたキャリア科目を必修としている。さらに学外実習やインター

ンシップ、ボランティア活動等を通してキャリアへの理解を深めている。さらに資格取得

対策講座や就職ガイダンスも充実している。 

 

2．「のびしろを伸ばす」きめ細かい学生指導と支援 

 学生の多様化に対応するため、専任教員が学生一人ひとりに対し、入学から卒業まで、

学修・資格取得・就職等、学生生活全般の相談に応じてサポートする「アカデミック・ア

ドバイザー（AA）制度」を全学的に導入している。学修や就職、資格取得等、学生生活で

困った時に、AA 教員が指導やアドバイスを行っている。 

また、少人数教育を生かした人間性や倫理性の涵養、大学における学生の学修活動の基

礎的能力の育成を行っている。また、パソコンやスマートフォンで利用可能なクラウド型

授業支援・学修支援システム「manaba course」を導入し、授業の出席状況の把握や小テ

スト、レポート課題、アンケート、掲示板等の機能を活用した教育効果の高い双方向授業

を実施する環境を整備している。主体的な学びや自発的な学修を促進するための場として

ラーニング・コモンズを設置している。 

 

3．地域社会に開かれた学園 

本学園は地域社会の一員として、地域との交流・連携を図り、地域と共存し、社会に愛

され成長する学園を目指している。その実現に向けてEAP研究所や大学附属整形外科リ

ハビリ診療所のほかにも各種取り組みを行っている。 

令和2(2020)年10月より、地域の方に本学園をより身近に感じ親しんでもらうため会員

制（無料）の「Tama Mate」を発足し、Tama Caféや立教館等、一部施設を利用するこ

とができる。会員には学園行事や季節のイベントや催しも案内している。また、毎年桜の

開花時期にあわせて、桜の木々が立ち並ぶ大学2号館横を一般開放している。原川沿いに

咲く満開の桜を見に、毎年多くの方が来訪されている。さらに、立教館は地域の認知症の

方々の交流の場（認知症カフェ）や、令和2(2020)年度は「ミニたまてやま芸術祭」とし

て、柏原市在住の芸術家の作品を中心に、絵画、書道、陶芸、写真等の展示を行う等、地

域に向けた様々なイベントで活用している。 

本学園の様々な取り組みは柏原市に評価され、平成30(2018)年の市制施行60周年記念

式典にて、地域の振興発展に尽力し柏原市の進展に大きく貢献したとして市長表彰を受け

ている。 

  


